
 

ケイ・インターナショナルスクール東京の新年度へおかえりな
さい！2019–20年度はいつも通りの年だったとはいえず、また
KISTで学校長を務める初年度として、私が想像していたもの
とは全く違う年となりました。過去6か月間は、どのように私た
ちが教え、どのように生徒たちが学び、どのようにコミュニケー
ションをとり、どのように自分たち、家族、そしてコミュニティーが安全を保つべきなの
か、再度考えさせられる機会となりました。 
 
日本における多くのインターナショナルスクールを結ぶ組織のうちの一つの学校とし
て、私自身も多くの学校の管理者たちと繋がっています。学校長として通常、私たち
は学校の方針や日本の国際教育に関するトピックについて年に数回会って共有、議
論しています。今年の2月からは私たちは、週に2回オンライン上でミーティングをす
るようになりました。数日前のオンライン会議では、学校の新年度がどのように始
まったかだけでなく、私たちがどのように感じているのか、またそれは何故なのかに
ついて共有しました。いつもはエネルギーと明るさに満ち溢れている献身的で素晴ら
しい教育界のリーダーたちですが、困っていること、精神的および身体的な疲労につ
いてや、心配ごとなどに関しても共有がありました。こういった感想を挙げた理由とし
ては、現在の状況の不透明さや、予測不可能であること、コントロールが難しいこと、
そして学校コミュニティーを安全に保つための責任感などがあると説明していまし
た。 
 
こういった感想を持つのは、教育業界に限ったことではないと思います。実際のとこ
ろ、今回の感染拡大によって甚大な影響を受けている業界に比べれば、影響は少な
い方なのかもしれません。私はこのパンデミックが生徒たちやその家族にもたらす精
神的な負担について考え始めるようになりました。変化は常に簡単なことではなく、し
かもこの6か月間で私たちの多くは、過去数年あるいは数十年分より急激な変化に
順応していかなければなりませんでした。私たちはこれまでの日常のルーティーンを
変えて、新しい働き方や学び方に対応しなければなりませんでした。また私たちは、
様々な行事やイベントに変更を加えたり、中止したりしなければなりませんでした。
Grade 5の生徒たちは、5月の初めにオンラインでエキシビションを行い、6月には
バーチャルでPYP修了式を実施しました。今年の卒業生の多くは、大学での計画が
中断あるいは中止となりました。本校の最近修士号を取得した教員は、卒業式に出
席することはできないでしょう。 
 
私が重視したいのは、このパンデミックが子供たちのメンタルにどのような影響をこ
れから与えていくのか、まだわからないということです。自身の不安や心配について
率直に話す子供もいますし、またそれらを外に出さずに自分の中で持っておく子供も
います。 

今号では・・・ 

 

重  要  な  日  程 

 
 
 
 
 

 

2020年9月 
21 School holiday 
22 Staff development day (No 
school for students) 
24 (S) MYP information session for 
G6 and new parents 
28-29 School photographs 
29 (E) PYP information session for 
new parents 
30-Oct 2 (G9) Camp (*Tentative) 

2020年10月 
1 (G5) Day camp (*Tentative) 
3 SAT@KIST 
12 2021-2022 enrollment 
applications open 
14 (G10) PSAT tests 
24 Last day of quarter 1 

24 Whole school event day [中止!] 
24 Explanation Day (for prospective 

parents) (8ページ参照) [日程変更!] 

25-Nov 1 Autumn vacation 

2020年11月 
2 School resumes for all students 
3 School day 
9-10 (G7) Camp (*Tentative) 
11-12 (G2-G8) English writing 
diagnostic testing 
13 Quarter 1 progress reports 
issued 
14 (G6-G11) MUN Scrimmage 
(@KIST) (*Tentative) 
18 (E) PYP information session 
23 (W) Parent/Teacher/Student 
interviews 

02, 03...ようこそ、新しいスタッフの皆さん 

03...冬休み中の旅行について 

04...理事長よりご挨拶 

05...IB Diploma試験結果—2020年7月 

06...幼児教育ニュース 

07...エレメンタリー生徒のケア指導 

09...KIPSニュース 
12...Sustainable Superheroes 

13...運動部の最新情報 

15...食料廃棄の削減 

16...保健便り 

18...卒業生大学合格実績 

KIST   Learning for Life   KIST   Learning for Life   KIST   Learning for Life 

次のページに続く 

学校長より 
 

 

PYP | MYP | DP 

 
Vo l u m e  2 4  |  I s s u e  1  |  Se p t e m b e r  2 0 2 0  

T h e  Ne w s l e t te r  o f  K .  I n te r na t i o na l  S c h oo l  T ok yo  

The   omet  
 
 
 
 

   

https://www.facebook.com/k.internationalschooltokyo
https://www.instagram.com/k.international.school.tokyo/
https://twitter.com/KIST1997
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ですから、今回の変化が子供たちそれぞれに様々な情緒

反応をもたらすことを知り、理解することが大切だと考えい

ています。子供たちが、私たち大人がいつでも近くでサ

ポートできるということを知っていること、そしてコミュニ

ティー内でお互いを助け合うこともとても大事です。 

 

この文章を書きながら、ふとオフィスの窓から外を眺める

と、美しい晴れの日でした。明るい青空の下で、生徒たち

はクラスメイトたちと楽しそうに遊んでいます（もちろんマス

クを着用しながら！）。心配ごとにばかり目が向きがちな

中でも、私たちの周りで起きている素晴らしいことに気づく

ことの大切さを、この光景は思い出させてくれました。この

前ページの続き 

日はとても美し

く、子供たちは楽

しく学んでいまし

た。そしてこんな

美しい日はこれ

からも数えきれないほどたくさんやってくるのです！そして

その中にはたくさんの感謝するべきことも

あるのです！ 

 
Kevin Yoshihara Ed. D. 
Head of School/Elementary School 
Principal 

ようこそ、新しいスタッフの皆さん 
 
2020—21年度の新スタッフをご紹介します。KISTに新しく加わった仲間をどうか歓迎してくださ

い！ 

教員 

Madeline Horan 
Secondary 

English 

Mia Newman 
Secondary 

Science/ESS 

Marina Buck Tsurugai 
Secondary 

Mathematics 

Andrew DiBella 
Secondary 
Visual Arts 

Thomas Hughes 
Secondary 

Mathematics 

Julian Buck 
Elementary PE 

(G2ꟷG6) 

Hannah Cowie 
Secondary 
Geography 

Ryusuke Hirai 
Secondary 
Japanese 

Fernanda Guzman 
Classroom Teacher 

G2B 

Naomi Tawiah 
Secondary 

Mathematics 

Yuqi Zhao 
Secondary 

Mathematics 

Chiaki Tomita 
Secondary 
Japanese 

Connor Smith 
Secondary 

Music 

Judith Peel 
Secondary 

Science/Chemistry 

次のページに続く 



前ページの続き 

教育サポートスタッフ 

Alishba Butt 
ELS Instructor 

G1A 

Naoki Fukushima 
Teacher-Trainee 

Secondary Japanese 

Katharine Forbes 
Teaching Assistant 

K2B 

Priyanka BP 
Teaching Assistant 

K2A 

Patricia Aldana 
ELS Instructor 

G5 

George Rowlands 
Teaching Assistant 

G1A 

Sophie Taylor 
ELS Instructor 

G4 

Devin Takahashi 
Teaching Assistant 

K3A 

Jaydine Hastings 
Teaching Assistant 

K3B 

Trevor Root 
Teaching Assistant 

K2B 

冬休み中の旅行について 
 
コロナウイルス感染拡大のような世界的な混乱がない通常のスクールイヤーでは、冬休みは旅行する素晴

らしい機会です。現時点では、来る12月および1月における旅行規制や、指定される自主隔離期間などに

ついてはまだ明確にはわかりません。夏休み期間中に比べると、旅行規制が多少は緩和されているため、この冬休みに海

外旅行を計画されるご家族の方もいらっしゃるかもしれません。その場合は、日本に帰国された後14日間の自宅待機が必

要となる可能性があることを踏まえたうえで、冬休み期間中の旅行を計画していただけますようお願いいたします。 

 

私的な旅行によってお子さんに二週間の自宅待機が必要となった場合、学校は遠隔授業等の対応はできませんことを、あ

らかじめご了承ください。自宅における自主学習のための教材を提供することについては可能な場合もありますが、3月か

ら6月中に実施した遠隔授業の内容とは全く異なります。冬休み中の過ごし方についての計画を始めるにあたって、上記の

ことにご留意いただけますようお願いいたします。 

 
Kevin Yoshihara Ed. D. 
Head of School 
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理事長よりご挨拶 
 
皆さんお帰りなさい。そして新しくKISTメンバーとなられた

皆さん、KISTへようこそ！ 

 

毎年新学年度を迎えることはうれしいものですが、今年ほ

ど新学年度をこんなにも待ち望んだことはありません。キャ

ンパスに生徒と、完全とは言えませんが日常が戻り、しば

らく見ない間に成長した子供たちの姿を目にした時は、目

頭が熱くなりました。COVID-19の影響により誰もが困難や

非日常を感じていたこの半年間でしたが、さらに慣れ親し

んだ日常を完全に取り戻すには、今しばらく生徒や保護

者、スタッフの皆さん全員の協力が必要です。学校は感染

対策や対応を適宜見直し、今後も継続して対面授業が続

けられるようCOVID-19対策を実施していきますので、ス

クールコミュニティーの皆さまにはご不便をお掛けします

が、何卒ご理解とご協力をお願いいたします。 
 

KISTミッションの遂行 
KISTのミッションの中核は、「質の高い教育を提供し、国際

社会に貢献する学力的にも人格的に優れた有能な若者を

育成すること」です。KIST理事会では、2013年度からミッ

ション達成を目的に、「学問的に高いレベルの学校」を目指

し教育改革を進めてきました。また、2018年には学校のビ

ジョンに変更を加え「すべての学習者が学問において優秀

さを示す」とし、理事会は予算を組み、エレメンタリースクー

ルとセカンダリースクール両方のエリアで学習のサポート

体制を強化し、生徒の可能性を最大限に引き出すよう努め

てまいりました。 
 

E-Communications No. 7にて副理事長/アソシエートヘッ

ドのMrs. Komakiがお伝えしている通り、KISTが最後の2

年間にInternational Baccalaureate’s Diploma Program

（IBDP）を採用した最大の理由は、リサーチ力や分析力、

大学や国際的な社会で成功するために必要な論理的思考

力や批判的思考力、ライティング、プレゼンテーション、ディ

ベートなどのコミュニケーシン能力、将来の学問やキャリア

に備える為の高い知識、ボランティア精神を養う機会など、

様々なスキルや知識を育成するカリキュラムだからです。 
 

また、DP及びIGCSEなどで補われた学校のカリキュラム

全体は、KISTのミッション達成を目標に、将来の活躍に必

要なスキルや知識を養う質の高い教育を、エレメンタリーの

段階から卒業まで一貫して提供する為のフレームワークと

なっています。IBDPの最終結果は世界で貢献するために

必要なこれらの知識やスキルの習得度を国際的に証明す

るもとなるため、理事会はミッション・ビジョンに従い、すべ

ての生徒がDPの最終結果で高得点を取得することを目指

しています。 
 

また、DP試験は生徒の業績を計る指標となり、その結果は

大学等の第3次教育機関への進学に重要な役割を持つこ

とが、DPで高い結果をだすことを重要視しているもうひとつ

の理由です。 

 

Dr. YoshiharaをはじめとするKISTの教育リーダーシップ

チームは、強いリーダーシップで熱心で献身的な教育ス

タッフを牽引し、ミッション達成に向け改革を推し進めていま

す。加えて、生徒の頑張り、保護者のサポートにより、昨年

2019年の卒業生はDP平均39.20点（世界平均29.65点）、

KISTは世界12位という結果を出すことが出来ました（ib-

schools.comのウェブサイトより）。また2020年卒業生は

DPの平均点が39.83点（世界平均31.38点）となりました。

この困難な状況下で2020年卒業生及び教員はよく頑張り

ました！ 詳しくは、次のページにありますDPコーディネー

ターのMr. Hiro Komakiからのレポートをお読みください。 
 

決算報告について 
2019年4月～2020年3月期決算が2名の監査役による監

査を経て、理事会の承認と評議委員会への報告が完了し

ました（私立学校法により決算期間の変更はできないた

め、決算期間は4月から3月末となり、実際の学校年度とは

異なります）。決算報告書等の閲覧を希望される方は、担

当の小松/本田までご連絡のうえ閲覧予約をお取りくださ

い。なお、法律に従いまして閲覧対象者は在校生とその保

護者、学校スタッフとなります。 

 

建設計画について 
新校舎建設に伴う付帯工事として学校北側のスペースに

仮設教室が完成し、現在G8のホームルーム、およびG6～

G8のサイエンスクラスの教室として使用を開始しました。

当初の予定ではこの夏休み明けから新校舎建設工事が着

工となり、新G6～G8生徒が中村中学・高等学校の校舎を

借りて授業をすることを計画していました。しかしながら、今

回のCOVID-19の世界的感染爆発の影響により、KISTに

おいても経済的なサポートを必要とするご家庭が増えるこ

とが予想され、E-Communications No. 280でお知らせし

た通り、急遽COVID-19特別減免措置を実施いたしまし

た。理事会に置きましては、COVID-19の影響下にあっても

生徒が継続して学習を続けられるようサポートすることを最

優先課題とし、その予算確保のため建設延期を決定した次

第です。この決定により、今年度からのG6～G8の中村中

学・高等学校への移転及び新校舎建設工事は一時延期と

なりますが、COVID-19による経済的影響の目途が付き次

第、再開を検討する予定です。新校舎完成を楽しみにして

いらっしゃったスクールコミュニティーの皆様も沢山おられ

たと思いますが、理事会の決定にご理解のほど宜しくお願

い申し上げます。 
 

最後に 
まだ、終息が見えない状況下のCOVID-19ですが、KISTコ

ミュニティーは困難を乗り越えていける力と、強固な団結力

を持っていると信じています。 
 

どうぞ今年度も引き続きよろしくお願いいたします。 

 
Sayoko Naito 
Board President/Director of Operations 

https://www.ib-schools.com/page.asp?t=Global-Top-50
https://www.ib-schools.com/page.asp?t=Global-Top-50
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IB Diploma試験結果—2020年7月  
 
皆様もご存知の通り、2020年5月の試験中止の決定に続き、IBは7月5

日に、内部評価（IA）、予想点（PG）、各校のこれまでの試験結果（PG

の正確性、課題と試験の親和性）、そして2020年5月の教科選択デー

タを元にした最終成績算出モデルを発表しました。このモデルの実施

に際し、多くのIB校では学校の予想点と実際の生徒の成績の乖離を確

認したようですが、KISTでは主に以下の理由からこの乖離は生じませ

んでした。 

1. これまでのKISTのPGの正確性 

2. KISTの卒業生が大学から無条件の入学許可を得た後も、最終DP

試験に向けて全力で学習に励んできたため 
 

この場をお借りして、生徒が最終のIB試験において卓越したPGを獲得することができるよう、支え続けてこられたKIST教師

の努力と献身に感謝を伝えます。また、これまで最終試験において高いPGを維持し続けるよう努力を続けてきた卒業生に

も感謝します。これは皆さんが、学校と後輩たちに残した大きな宝です。 
 

多くの困難な状況にもかかわらず、KISTの「2020年度卒業生」のDP結果（平均点）は2019年の平均を更に0.63上回る過

去最高の39.83点という素晴らしいものでした。2020年度卒業生のうち、1名が世界的にもトップ0.42％にあたる45点満点

を取得しました。過去5年間のDP結果は上記表にまとめてあります。 

 

2020年度卒業生に関する特記事項として： 

• 世界的にフルディプロマ履修者は50％であるのに対し、KISTでは学年の44名41名（93%）がフルディプロマを履修しま

した。 

• 世界的なフルディプロマ取得者が85％であるのに対し、KISTではフルディプロマ履修者41名中41名（100%）がIB 

Diplomaを取得しました。 

• IB Diplomaを取得したKIST生の平均点は39.83でした。これは世界平均である31.38点を8点以上超えています。 

• 世界的には、40点以上を獲得するのは全体の13％に過ぎないのに対し、KISTのIB DP取得者のうち25名（61%）が40

点以上を達成しました。これら生徒はKIST “Learning for Life” University Support Scholarships（大学進学奨学金）

の選考対象となります。 

• 1名が、世界的には0.42％しか達成できない45点満点を取得しました。 

• 2名が44点、3名が43点、8名が42点、5名が41点、6名が40点を取得しました。 
 

右表はKISTのコースごとの平均点（IB Diploma取得者から算出）とIB世界

平均点との対照表です。 

• KISTで提供されたコースの97%でIB世界平均を超えた点数が取得さ

れました。 

• 提供されたコースの97%（緑及び青のもの）ではIB世界平均を0.5点以

上上回る点数が取得されました。 

• 59%のコース（緑及び青のもの）でIB世界平均を1点以上上回る点数

が取得されました。 
 

詳しいIB Diplomaの結果及び統計は以下“Statistical Bulletin”からご覧い

ただけます。 

 
https://www.ibo.org/about-the-ib/facts-and-figures/statistical
-bulletins/diploma-programme-statistical-bulletin/ 

 

この予期せぬ出来事に襲われた1年間においても忍耐力と決断力を発揮

し、素晴らしいIB DP結果を達成した2020年度卒業生の皆さん、おめでとう

ございます。皆さんが進学した大学でも引き続き成功を収められることを心

より祈っています。 
 
Hiro Komaki 
DP Coordinator 

b Web 

*Pamoja Educationで履修・学習された教科 

https://www.ibo.org/about-the-ib/facts-and-figures/statistical-bulletins/diploma-programme-statistical-bulletin/
https://www.ibo.org/about-the-ib/facts-and-figures/statistical-bulletins/diploma-programme-statistical-bulletin/


 

幼児教育ニュース 
 
新入園児のみなさん、ご入園おめでとうございます。そし

て、在園児のみなさん、進級おめでとうございます。そし

て、遠隔教育を通して長い家庭での学習の中、おかえりな

さい。 
 

幼稚園の教員、スタッフ全員が、子ども達が学校へ戻ってく

るのをとても楽しみに待っていました。今年度はK1Bに新し

い先生を迎えました。Emma Moulder先生は幼児教育を専

門としており、KISTにてTeaching Assistantとして、K1クラ

スで4年間過ごした以前にも、他のプレスクールで幼児を教

育しておりました。また、K3BクラスのWilhelm Merchel先

生もKISTにて幼稚園教員を以前経験しております。新しい

Teaching Assistantの先生方も含め、今年も国際色豊か

なメンバーで毎日子ども達と楽しく過ごしていけたらと思っ

ております。 
 

この長いお休みの期間、それぞれが新型コロナウィルス対

策に追われ、大変だった

ことと思います。まだま

だ先が見えない中ではありますが、ご家庭の皆さんと力を

合わせ、何とかこの困難な状況を乗り切り、子ども達のた

めに、楽しい学習環境を用意できればと思います。保護者

の方におかれましても、困難なことは多々あるかと思いま

すが、ご協力よろしくお願いいたします。新型コロナウィル

スの前と後でどのように変わったのか以下をご覧ください。 

 

幼稚園の教員、スタッフともども、学校の安全対策ガイドラ

インにのっとり、毎日安全に過ごせるよう取り組んでおりま

す。保護者の方からも多大のご協力をいた

だいていること、感謝いたします。 
 
Eri Ozawa 
Early Childhood Coordinator (K1–K3)/
K2B Teacher 

 

ランチタイムはお友達や教員と

楽しく話していました。 

登降園時は年少、年中と

同時に並んでいました。 
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各クラスではグループ活動が

盛んでした。 

複数のクラスで園庭に行っていました。 

石鹸で手を洗います、時々は

水だけでしたが・・・ 

マスクを外すので、食事中は

お話をしません。 

登園、降園時間は各クラスに

よって決められています。 

各個人個人の間隔を広く保つ

ため、一クラスごとに園庭に

行っています。 

なるべく、自分のものを使います。

お友達と共有はしません。 

新型コロナウィルス後 

新型コロナウィルス前 

どんな時でもマスクをするよう

心がけています。また、マスク

をしない時はお話をしません。 

各クラス、テーブルの数が増えました。

これにより、子ども達が個人で活動する

スペースが確保されました。 

どんな時でも教材や、遊具は仲

良くお供達と使っていました。 

石鹸で手を洗い、手を消毒

する、もしくは手を洗えない

時は手を消毒します。 

元気な時はマスクは

無しでした。 



エレメンタリー生徒のケア指導 
 

学校へおかえりなさい！まず、学校で生徒の皆さん、保護
者の方々、そして学校スタッフたちと会えるのはとても嬉し
い、ということを言わせてください。そして学校コミュニティー
のみなさんと再度対面で会えることに、感謝でいっぱいで
す。感傷的な文章で始まったことに、この場には相応しくな
いと思った方もいらっしゃるかもしれませんが、どうかお許
しください。とにかくみなさんと一緒に学校へ戻れたことに、
本当に感謝しています。 
 
私は8月中サマーレビュープログラムで教えることができた
ので、学校に戻ってきた生徒たちの話を聞き、離れてしまっ
ていた子供たちの心の高揚をよく感じることができました。
これまで私たちが思っていたよりも、私たちにとって人間同
士の対面での親密な関わりが必要だったことは明らかで
す。これについては、8月24日に学校全体が再開し、生徒
たちが同じようにワクワクした顔をしているのを見た時も、
同じことを感じました。私たちはマスクで顔を覆われ、手指
消毒液で強固な対策を強いられていますが、私たちの心は
それらに負けじと輝いているように思います。 
 
私たちは、お互いに気を付け合うことでこのコミュニティー
の大切な宝物を守っていかなければなりません。そのため
には、お互いが安全に過ごせるようにコミュニティー全体で
適切な対策を行っていくしかありません。キャンパス再開時

の安全対策にしっかりと従い、感染予防対策に前向きに取
り組んでいくことができれば、本年度が終わるまでこのキャ
ンパスで一緒に学ぶことができるはずです。 
 
私は本年度エレメンタリースクールで、生徒ケアコーディ
ネーターを務めます。生徒一人ひとりの心身および学習の
ニーズに合わせたサポートを通して、お子様の教育に関わ
ることができるのを楽しみにしています。子供たちが成長を
通して学ぶ中で最も大切な能力の一つが、積極的で生産
的に社会に関与していく力です。学校再開に際し、私の最
も大切なミッションの一つは、魅力ある、開放的で心地よ
い、学び成長する社会的ネットワークを提供することだと考
えています。 
 
この前例のない時代ですが、生徒、先生たちおよび学校ス
タッフの皆さんと一緒に働くことを楽しみにしています。 
 
お子さんの学校生活に関する質問で私に答えることができ
るものがあれば、ぜひメールを送ってください。また保護者
のキャンパス訪問が再度可能になった時には、エレメンタ
リーオフィスまで来ていただければ、ミー
ティングの予約を設定します。 
 
Clay M. Bradley 
Elementary School Vice Principal/ 
Student Care Coordinator 
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戻ってきましたね！ 

この記事を書くのに際して、去年のちょうど今頃何を書いて

いたのか振り返るのが役立つだろうと思い調べてみると、

こう書き始めていました。 
 

「2019–2020年度は私たちにとって、非常にたくさんのイベ

ントに溢れた年になるでしょう。既に提案されているKISTの

新校舎建設に加え、東京オリンピックも間もなく始まり、とて

も賑やかになりそうです。」 
 

2019–20年度がイベントに溢れた年であったことは皆さん

にも明らかだと思いますが、残念なことに、良いことばかり

ではありませんでした。コロナウイルスの感染拡大は、私た

ちのカリキュラムの実施に多くの障害をもたらしましたが、

学校コミュニティー全体で協力して乗り越えてきたと感じて

います。遠隔授業中の皆様のサポートにはとても感謝して

いますし、今後再度休校を強いられた際にも問題なく遠隔

授業に移行できるように、遠隔授業計画を見直していると

ころです。ソーシャルディスタンス対策が取られている中で

も、学校に戻ってきた子供たちはみんな元気で楽しそうに

過ごしており、すべてのカリキュラムを問題なく実施するこ

とができると強く信じています。 

 

2020–21年度のエレメンタリーでは、多くの新しいスタッフ

を迎え、またたくさんのクラス担任が新しい学年に移り、新

鮮な空気が流れているように感じます。今年は多くの探求

PYPニュース 
 
学校へおかえりなさい の単元に変化がある予定です

し、皆さんにとって面白い、楽し

い時間になると思います。 
 

Pearson Abacusの算数プログ

ラムへの移行は、Active Learn

を主軸として導入し、順調に進んでいます。本年度加わる

のは、Grammar and Spelling Bug、Bug ClubとScience 

Bugです。これらのプログラムでは、優れたインタラクティブ

な教材を、教員がActive Learnを通して割り当てていくこと

ができます。今年は、MoodleからPowerSchool Learning

への完全移行を行いますが、遠隔授業での経験を生かし、

スムーズに実施していきたいと考えています。 

 

引き続きKISTの教員は、主要教科の英語と算数をより優

れたものにする努力をしつつ、構成主義と概念に基づく学

習のIB哲学を発展させていきます。Parent Welcome 

Nightでもお伝えした通り、今年のPYP説明会は録画済み

動画の発信とさせていただきます。もしカリキュラムに関す

る質問等がございましたら、私の方までご連絡ください。 
 

安全で素晴らしい2020–21年度となります

ように！ 

 
Oliver Sullivan 
PYP Coordinator 



やっと学校に戻ってくることができましたね！昨年度は多

くの生徒たちとELSスタッフが1対1のオンライン英語レッ

スンを楽しく行いましたが、ようやく教室での対面授業に

戻ることができて嬉しく思っています。 
 

生徒の中には、数か月間にもわたって自宅学習が続いた

ことで、学校で英語を話す環境に戻ったことに対して不安

を覚えている人や、英語をうまく使えていないように感じ

ている人もいるかもしれません。でも心配しないでくださ

い！今学期の私たちの大きな役割の一つは、生徒の皆さ

んが英語での学校生活にもう一度慣れるようにサポート、

応援することです。 
 

ご家庭で話されている言語の能力や知識すべてを英語に

変換していくことに慣れることは、英語での学校生活にも

う一度慣れることに繋がります。そのため、お子さんのご

家庭で話されている言語能力の高さはとても重要なので

す！その高い能力を英語に生かすことで、英語能力も高

めることができます。 
 

覚えておられる方もいらっしゃるかと思いま

すが、私たちがいつもParent Welcome 

Nightで配布するBonnie Campbell Hillの言

葉があります。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上記の言語能力発達に関する研究からも、安心していた

だけると思いますが、今年の上半期に長期間自宅待機し

たことのプラス面の一つは、ご家庭で話される言語の成

長の機会となったことが挙げられます。今後もお子さんの

ご家庭で話される言語を伸ばす訓練を続けていただくこと

は大切です。また、Campbell Hillが挙げている英語と家

庭での言語の両方を上達させる3つのコツも覚えておい

てください。 

エレメンタリーELS 
 
エレメンタリー英語サポートチーム2020–21 
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特に本年度よりKISTに入られた方々で、ご家庭でのお子

様の言語能力の上達方法などについてのより詳しい情報

やコツを知りたい方は、私までお気軽にご連絡ください。 
 
Rachel Parkinson 
Elementary ELS Coordinator 
rachel.parkinson@kist.ed.jp 
 
 
参考資料： 
Campbell Hill, B. (2001). Developmental continuums: A framework 
for literacy instruction and assessment K-8. Norwood, MA: 
Christopher-Gordon. 

2020–21年度エレメンタリーELSスタッフ： 

（後列左から）Ms Ali (G1A)、Mrs Aldana (G5)、Ms Rachel (G3)、Ms 

Parvathy (G2)、Ms Rina (G1B) 

（前列左から）Ms Sophie (G4)、Mr Derek (K3B)、Ms Wang (K3A) 

もしあなたの母国語が英語でないのなら、

お子さんにはぜひ自身の母国語で話し、読

み聞かせてあげてください。母国語で話し

かけることは、お子さんが英語を学ぶことの

障壁にはなりません。というより、言語能力

の発達においては、第一言語をまずよく学

ぶことが大切なのです。」（Campbell Hill、

2001、p. 446） 

• 毎日学校での出来事について、ご家庭で話されて

いる言語で聞き、話すこと。 

• ご自身の母国語で、難しい概念について説明する

こと。 

• お子さんから英語を教えてもらうこと。 

mailto:rachel.parkinson@kist.ed.jp


KIPSニュース 
 

KIPSの私たち全員は、多くの人と同様に、COVID-19が原因

で4月13日から5月の終わりまで園の閉鎖を余儀なくされ、とて

も落ち込みました。6月1日から子供たちを迎えられたことに喜

び、また教室で笑顔や笑い声を聞くことができてとてもうれしく

思いました。 

 

振り返ってみると、遠隔学習のビデオを通して音楽、ダンス、ク

ラフト製作、読み聞かせや運動など親子をサポートをできたことは幸運だと感じています。スクリーン越しに先生の顔を見て

子供たちがどのように楽しんだかを聞けてとてもうれしく思いました。ある子供は、先生と同じ髪型になりたいと教えてくれま

した！このように保護者の皆様、私たちと共有し、家庭で子供たちをサポートして頂き感謝致します。 

 

P2の子供たちはバーチャルスプリングコンサートで演奏することができなかったので、

先生は園や家庭で子供たちが練習する様子を家族が見られるようビデオにまとめまし

た。子供たちが歌詞や動きを覚え、楽しみ歌い踊る自信に満ちた様子を見られるように

しました。お子さんの演奏のビデオクリップをお送りいただき、ありがとうございました。

子供たち皆と「一緒に」ビデオを見られてとても良かったです。 
 

6月19日には、KISTジムで対面式の完了式を開催することができて本当に良かったです。ソーシャルディスタンスを保つた

めに、すべての座席を2メートル離さなければなりませんでした。距離間を保った中でも、子供たちが親や先生に「Goodbye 

Song」を歌ったくれた時、私たちは互いに近く感じ、また喜びや幸せを感じました。セレモニー中の笑顔も忘れられません。 

 

子どもたちを通常ルーティンのあるレベルに戻すことは、大きな課題ではありますが、恐れるよりむしろ成長し学ぶ機会だと

も言えるでしょう。2020–21年度スクールイヤーに進級、また新しく子供たち迎えることをとてもうれしく思います。COVID-19

の状況下での混乱を避けるため、私たちは積極的かつ明確なコミュニケーションで親子サポートし続けます。 
 

さあ一緒に楽しみましょう！ 
 
Stephanie Pae 
KIPS Coordinator 
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チャレンジからチャンスへ！ 

B 

Asa 

Daiki 

Hana 

Haru 

John Kai 

Riko Taiyun Shusei 

Sebby 



進学年度の始まりは、その前年度に続く期待に満ちてい

ます。KISTにこれまで在籍してきた生徒、教師、ご家族は

これまでの学校生活に馴染み、安定と安心感をおぼえて

いらっしゃることと思います。と、同時に、編入生や、G6に

新たに進学した生徒の一部はセカンダリーに馴染むまで

少し時間が必要かもしれませんが、多くはこれまでの経

験に基づき、学校生活に安心感をお持ちだと思います。し

かし、今年は異なります。 

 

COVID-19によってもたらされた安全対策による変化はか

なり大きなものです。この変化には物理的（MYPの教室

はすべて1階にあります）なもの、時間的（一日は、9:40か

らのロングホームルームから始まり、16：30に終わりま

す）なもの、そして社会的（年度初めはクラブ活動が中止・

延期となっています）なものと、多岐に亘っています。 
 

MYP生と教師たちは新たな変化に必要な調整のために

努力してきました。生徒たちは数か月の休校や遠隔・通

信学習の後で通常の登校を行えることを楽しんでくれてお

り、新しい生活に伴うソーシャルディスタンスの確保や手

洗い・消毒などの衛生管理の習慣を意識して身に着けて

くれています。生徒たちは新しい時間割に素早く順応し、

安全対策のための変化にも適応してくれています。 

生徒がこれらの変化にスムーズに対応できた主な理由

は、これまでMYPで学習してきたことの積み重ねだと思い

ます。KISTの教師陣は生徒がMYP各教科で求められる

難度の高い探求に耐えられるようしっかりとして指導を提

供しています。そのため、今年初めてMYPを開始する生

徒も、最終学年となるG8も、主体性のある学習者・思考

者に求められる概念、内容の探求などを行うためのスキ

ルを有しているのです。 
 

学習に加え、MYP教師は生徒が将来直面するストレスに

耐えうる管理能力を身に着けられるよう、ホームルーム・

アドバイザリーでのサポートを行っています。MYPの各

ホームルームには2名の担任が配属され、生徒が2020年

MYPニュース 
 
MYP生が継続と変化の入り混じった1年をス

タートしました 

度のミドルスクール生活を楽しみながら、必要な社会的、

精神的スキルを身に着けられるよう指導を行ってまいりま

す。 
 

KISTの教職員全員が、MYPでの素晴ら

しい一年を楽しみにしています。 
 
Robert White 
MYP Coordinator 
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G6Aの自己紹介パズルピース 

Opening Lines: MYP English Language and Literatureの掲示板ディ

スプレイ 

新学年度の始まりと共

に、意欲的で、リーダー

シップのある生徒たちが

新たなクラス代表候補と

して名前を連ねていま

す。 
 

生徒会（SRC）はその役

割に最もふさわしい候補

を選出するための新たな

プロセスを再検討するこ

とにしました。新しく役職や責任の説明書を作成し、面接

も行うことで、候補者がSRCで求められる行動についてよ

り理解を深めることができるとともに、SRC役員も次に加

入するメンバーがその職務にふさわしいかを判断できる

ようになりました。これはこの困難な時期に生徒にとって

より良い環境を提供するため、より良い議論や判断をして

いける候補者をメンバーに迎えるために必要なことだと考

えています。これまでに私たちにとっては大量の33名から

の立候補を受取りました！立候補し、最終的にSRCに加

入することになる候補者が、これまで普通に行えていたプ

ロジェクトが、ソーシャルディスタンスの関係で行えないな

どという難しい時期に、物事を推し進めていける意欲と創

造性を発揮してくれることを望んでいます。難しい時期、と

は言いましたが、このような時期だからこそ、これまでにな

い逆転の発想で、全く新しいプロジェクトを生み出してい

けるのではないかと思っています。 

セカンダリーSRC 
 

次のページに続く 



でも頑張ろうとする生徒のサポートを最大限行い続けた

いと考えています。今年は、サポートを最大限効率よく行

えるよう、私とMs. Furnivalで追加の援助を必要とするG6

～10の全ての生徒に対応してまいります。ELS（英語サ

ポート）についてご質問がございましたら、私に遠慮なくご

連絡ください。（jade.bonus@kist.ed.jp） 
 
Jade Bonus 
Secondary ELS Coordinator 

Arts（芸術）委員会とMedia（メディア）委員会も刷新し、

Sports（体育）委員会をいったん廃止しました。残念なが

ら、ソーシャルディスタンスを守る必要性から、大半の運

動部活動が中止となったため、この委員会の必要性がな

くなってしまったためです。しかし、将来的にはこの委員

会の復活を望んでいます。一方で、Arts委員会とMedia

委員会についてはMA委員会に統合します。この委員会

では2名の委員長がデジタルアートに関心を持つ生徒た

ちを率いる予定です。委員長が選出され、活動が開始次

第、詳細をお知らせします。 
 

最後に、学校再開初日にSRCが配布した「ストレス・ボー

ル」を生徒の皆さんが喜んでくれたことを願っています。こ

れを配ったのは、G12が一瞬でも診断テストのことを忘

れ、その他下級生もボールを握りしめている5分間だけで

も新型コロナ感染症に対する恐怖をやわらげられない

か、と考えたからです。 
 

今回のコロナ感染症の流行で私たちすべてが困難な状

況に置かれていますが、この中でもKISTコミュニティの皆

さんがリラックスする時間や、そのための方法を見つけら

れていることを願います。今年もソーシャルディスタンスを

守りながら、皆さんにとって素晴らしい一

年になることを願っています！ 

 

SRCを代表して、Ravi (G12B) 

SRC Public Relations Officer 

セカンダリーELS 

2020–21年度にまたKISTでの対面授業を行うことができ

ることを何よりうれしく思っています。また、今年はセカン

ダリーELSにMs. Kana Furnivalをお迎えできたこともとて

も喜ばしく思っています。エレメンタリースクールのELSイ

ンストラクターとして5年間、様々な学年で経験を積まれた

Ms. Furnival が、その豊富な経験をもとに、困難な状況

に直面した生徒が、その実力を最大限に発揮するための

サポートをしてくださることと確信しています。 

 

現在のCOVID-19の状況下で、提供できるサポートの形

も変化しました。それでも、チームとして、現在の制約下

 
スタッフ紹介 

前ページの続き 

セカンダリーSRC役員 

（左から） Ravi (G12B)、Riya (G12A)、Kishore (G11B)、 

Tatsunori (G11B)、Michiko (G12A) 

K ana Furnivalと申します。

KISTには2014年から在籍

し、エレメンタリースクールでELS

インストラクターをしていました 。

今年からはセカンダリーの生徒の

サポートをするという新たなチャレ

ンジを楽しみにしています。 
 

私の教育への情熱は英国の（日本の幼稚園にあ

たる）early learning schoolで日本人の子どもたち

に英語のサポートを行った時にさかのぼります。

自身がサポートした子どもの進歩を見る喜びは何

物にも代えがたいもので、この時の気持ちは年々

強くなりました。 
 

私自身が、日本語を母国語とし、英語を第2外国

語として学んだ経験を持つことから、外国語習得

の難しさに共感することができます。自身の経験

も生かしながら、生徒の学習という旅路をサポート

していきたいと考えています。 

Ms. Furnival 

私 はオーストラリアのメルボ

ルン出身で、セカンダリー

の英語と、メディアアーツの教員

資格を有しています。教育業界に

入る前は、音楽業界で編集者をし

ていました。楽器の演奏や、歌う

ことは全くできないのですが、今でも音楽への情

熱は失っていません。 

 

日本に来て、もう7年になります。最初はJETプロ

グラムで来日し、自然が美しい青森県十和田市で

2年間英語を教えていました。この美しい町は私に

とって日本の故郷です。KISTには2015年から勤

務しており、エレメンタリーでG1のELSインストラク

ターとして3年間勤務した後、セカンダリーELSに

異動し、昨年からELSコーディネーターも務めてい

ます。 
 

2020–21学年度は、私が最初に教えたG1の生徒

がG6としてセカンダリーに進学してくるということも

あり、特に楽しみな一年になりそうです！ 時がた

つのは本当に早いものですね！ 

Ms. Bonus 
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Global Social Leaders: Sustainable Superheroes 
 

初 めまして！私たちSustainable Superheroesは六人

のG11生徒で結成されたチームであり、KISTで国連

が採択した「持続可能な開発目標・SDG」を推進する活動

をしています。今年は、「Global Social Leaders（SDGを推

進する学生活動を評価する世界大会）」に参加しました。 
 

私たちは大会の一環として、屋上庭園などの様々なプロ

ジェクトを計画していましたが、それらをを実行するには資

金調達が必要でした。そこで私たちは同じく学生主導の

チームである「Green Team」と協力し、Winter Concertに

て募金目的で温かいドリンクなどをを販売しました。この募

金活動では約4万円の資金を集めることができたうえ、皆さ

んに私たちの活動についてより知っていただけたので、とて

も大きな成果となりました！この資金は主に屋上庭園の建

設に使われ、メンテンナンスなど六人のメンバーのみで継

続するのが難しい仕事はGreen Teamの協力を頂き、無事

屋上の清掃と除草作業のほとんどを終えることができまし

た。 

 

屋上庭園などのプロジェクトを進めているのと同時に、私た

ちは学校内でより大きなスケールで活動を広める必要性に

気付きました。ここからさらに計画を練って生まれたのが

G5の先生方・生徒たちと合同で行ったワークショップでし

た。このワークショップでは、私たちが自ら製作したプレゼン

テーションやその他教育リソースなどを使い、G5生徒たち

とSDGについてより楽しくインタラクティブに学べる機会とな

りました。特に、私たちはプレゼンテーションの際に使った

ブックレットの作成に力を入れました。各SDGの内容やそ

れに関連する社会問題などについてのリサーチを入念に

行い、G5の生徒たちにも分かりやすい資料を提供しようと

努力しました。この後再度屋上庭園を継続することが計画

されていましたが、残念ながら新型コロナウイルスの影響

で難しい状況になってしまいました。予想外な問題に直面し

ながらも、私たちは今後何年も屋上での緑が保てるような、

「持続可能」な庭園が完成されるよう目指しています！！ 
 

やがて新型コロナウイルスの流行が本格的に始まってしま

い、私たちは学校に行くことができないままどうプロジェクト

を続行するか様々な方法を模索しました。そこで決定した

新プロジェクトが教育目的のSDGに関する動画を投稿する

というものでした。私たちは毎週オンライン上で話し合い、

17日間毎日一つのSDGに着目した動画を一本ずつ

YouTubeに投稿しました（ちなみにその動画らはYouTube

チャンネル「Sustainable Superheroes」にて公開されてい

ます、ぜひご覧になってください！）。動画の内容は、その

SDGが何を意味するかだけでなく一人一人がそれを成し遂

げるためにできることを伝えることに注目しました。実際に

チームとして会えなかったためいくつもの課題に直面しまし

たが、このプロジェクトを通して学校の中だけでなく世界中

に活動を広めることができたので、とても良い結果となりま

した！ 

 

結果的にはGSLの大会では準決勝まで進むことができ、プ

ロジェクトの柔軟性と適応力を評価するPivot Awardにも入

賞することができました。新型コロナの影響がある中でも、

活動の目的を維持しながらしなやかに対応できるよう施し

た工夫を評価していただき、私たちはとてもうれしく思って

います！残念なことに屋上庭園やG4～5のワークショップ

を継続することはできませんでしたが、動画を作ることで新

たに創造性やコミュニケーションのスキルを役立てることが

できたので、とても良い機会でした。 
 

最後に振り返ってみると、三つの主なプロジェクトを進める

中で様々なスキルを磨くことができ、皆さんにSDGについて

もっと知ってもらったので、チームとしては大成功だったと

思っています！今後もSDGプロジェクトをより広められるよ

う活動を続けますのでご期待ください！ 
 
Hanano (G11A), Mehak (G11A), Stephen (G11A), 

Eleina (G11B), Hanna (G11B), Kishore (G11B) 
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運動部の最新情報 
 
秋期スポーツ 
現在、KISTの部活動はCOVID-19の影響と、生徒の安全を最優先に考え、中止されてい

ます。しかし、この状況下でも、ソーシャルディスタンスのガイドラインを満たしているテニス

チームに関しては特別に実施の許可が下りています。 
 

関東地区男子Varsity Tennis Team 
チームは最初の練習を9月1日に行い、11月初旬のシーズン終わりまで毎週の練習を継続します。今年はG9の

生徒4名が新たに加入したため、チームメンバーが11名になりました。このうち7名が10月初旬からYIS、CAJ、

ASIJ、St. Mary’sとの試合に出場します。シーズン中のチームの健闘を期待しています！！ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 
 

 
Dennis Ota 
Athletics Coordinator 

“The Comet” 
13 

Volume 24 |  Issue 1 |  September 2020  

Daiki（G9A）がサッカーの‘Tokyo Athletes Certified Player’に選出されました。令和2

年度に選ばれたたった15名のうちの1人です（他に選出されたアスリートは276

名）。‘Tokyo Athletes Certified Player’では東京2021大会などの国際試合での活躍を

期待されるアスリートのサポートや認定を行っています。主な目的は選手の育成、強化や試合

機会の提供などです。Daikiは現在、三菱養和サッカークラブ巣鴨ジュニアユースにゴール

キーパーとして所属しています 
 

DaikiはG7とG8でKIST Comets Middle School Boys’チームに所属し、リーグ、トーナメント双方でチームを3位

入賞に導いた立役者でした。ゴールキーパーとしての才能を発揮しているDaikiですが、当時はミッドフィールダー

として校内だけでなく、関東地区の他校生と比べても非常に優秀な選手でした。トーナメ

ントでは最も優秀な選手2名が欠けた状態での参加となりましたが、準決勝に進出し、ペ

ナルティーキックで3–0を勝ち取り、3位となりました。Daikiは負傷のため、後半からの

出場でしたが、ペナルティーキック3本全てをセーブしました。このうち2本はきわどいも

ので、ゴール左上角に向けたシュートを見事なダイブで守り切りました。関

東地区の他の選手も彼のプレイには感嘆していました。 
 

以下は小池百合子東京都知事の印が押された賞状です。Daikiのこれから

の活躍を祈ります。 

アスリート スポットライト 

今シーズンは中村中学校・高等学校のコートをお借りしています。 



図書室ニュース 

Elementary Library 
数か月にわたる遠隔授業と夏休みを終え、いつも通りのラ

イブラリーの授業に生徒の皆さんを迎えられるのは嬉しい

ことです！今月からライブラリーの授業が再開し、各クラス

は週に一度、本を借りたり読み聞かせを聞いたりしにライブ

ラリーへ来ます。 

 

生徒たちに安全にライブラリーを楽しんでもらうため、ライブ

ラリーではより一層の予防措置を実施しています。返却さ

れた本は3日間隔離され、ライブラリー内は定期的に消毒

処置を行っています。また、ライブラリーに入ることのできる

生徒の数にも制限を設けています。 
 

ライブラリーにはたくさんの新しい本が入ってきています。

生徒の皆さんが本を楽しんで読んでいる姿を見ることがで

きるのを、楽しみにしています！ 

Shannon Goan 
Elementary School Librarian 
 
 

図書メディアセンター（LMC）へようこそ！ 
2020–21年度LMCスーパーバイザーのMr. Davignonで

す。KISTには長く在籍していますが、LMCには初めて配属

されました。この機会に皆さんにLMCのオンライン教材をご

紹介したいと思っています。オンライン教材は以下リンクか

ら見ることができます。 

 
https://kist.learning.powerschool.com/
kistlibraries/kistlibraries/cms_page/
view/48201492 

 

このリンクからは以下の教材を閲覧・利用することができま

す。 
 

Active History 
Modern World Historyでは15世紀半ばから現代までの後

半に亘る世界史について知ることができます。何千もの

テーマ、人物伝、画像、ビデオ、地図や図表、一次資料や

年表を見ることができます。 

 

BrainPOP 
全ての学年対象です。BrainPOPはKからG12（6歳から17

歳）を対象とした1000以上のアニメーショ

ンを持つ、教育ウェブサイトです。科学、人

文、英語、数学、工学、保険、美術や音楽

のクイズ、追加資料や教材を提供しています。 
 

Britannica School 
オンライン百科事典、推奨サイト、論文や記事、画像など。

APA出典記録法も載っています。 

 

Churchill Archives 
1874年から1965年までの800,000ページにのぼる第1次

資料を含む、近代国際史のデジタルライブラリー。 

 

The Day 
スタッフによる、学校や大学向けの図解付き時事問題資

料。テーマ、コース、IBテーマによる検索可。 
 

Destiny Discover 
エレメンタリー・セカンダリーLMCの蔵書検索データベー

ス。 
 

The Financial Times 
ロンドンをベースとした日刊国際紙のデジタル版：ビジネ

ス、経済、時事問題に焦点を当てています。 
 

JSTOR 
学術論文、書籍、1次資料のデジタルライブラリー。 
 

Raz Kids 
インタラクティブなダウンロード可能な読書パズル付きe-

ブック。 
 

The World Almanac 
子どものための世界年鑑 
 

これらの参考資料・教材を自身のペースで試してみてくださ

い。私は皆さんをサポートし、質問に答えるためにここにい

ます（すぐに答えることができなくても、必ず、調べて返事を

します！）。今年もLMCで皆さんと会えることを楽しみにし

ています！ 

 
Michael Davignon 
Secondary Library Supervisor 

 

b Web 

 

Shannon Goan 
Elementary School 

Librarian 

Michael Davignon 
Secondary Library 

Supervisor 

Hema Teja 
Yadavalli 

Library Assistant 

KIST Library Team 
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今月のStaff 10!では、2019

年1月からKISTで勤務して

いるAlexander (Jay) 

McAllisterをご紹介いたし

ます。本年度は、エレメンタ

リーのK1からGrade 1まで

のPEを教えています。 
 

1) 出身地について面白いこ

とを教えてください。 

私はカルフォルニア州サン

ディエゴ生まれですが、これ

まで引っ越しばかりしてきた

ので、故郷と呼べる場所は

特にありません。大人にな

るまでに住んだことのある場所は、カルフォルニア州サン

ディエゴ、オレゴン州ユージーンとスプリングフィールド、そ

してセントラルフロリダ、ベリーズです。 
 

2) 世界で一番好きな場所はどこですか？ 

私の大好きな場所は、お盆期間中に阿波踊りが開催され

ている徳島です。阿波踊りを踊るのはとても楽しく、来年は

お盆期間に徳島に戻ってまた踊ることができればいいなと

思っています。 
 

3) チャンスがあったら会ってみたい人は誰ですか？その

理由を教えてください。 

匿名アーティストのバンクシーに会ってみたいです。彼が

どんな人物なのか誰も知らないので、自分の目で見てみ

たいですね。そしてもしできることなら、彼の作品を手に

取ってみたいです。彼は時々、人々が持ち帰れるように自

分の作品を道端に置いていくことがあるそうですから。 
 

4) 何か特別なスキルやタレントをお持ちですか？ 

私は米国で漫画本を4年前に出版しています。将来的に

は、もっと多くの作品を出版し、映画の脚本なども挑戦して

みたいです。 
 

5) ご自身についてあまり知られていないことを教えてくだ

さい。 

家族休暇中に一度、海で迷ってホンジュラスまで漂流して

しまったことがあります。 
 

6) あなたにとって一番の宝物は？ 

私のとっておきの持ち物は、Sinn Military Type 3の腕時

計です。これは日本でのみ300個しか作られていない珍し

い時計です。最近腕時計の修理を探しているときに、銀座

でこの時計の製作者に出会いました。 
 

7) あなたはどのIB学習者像を身近に感じますか？その理

由もお聞かせ下さい。 

私は「挑戦する人」にとても近いと考えています。リスクを

恐れず新しいことに挑戦し、自分らしく前に進んでいくこと

が好きです。 

Staff 10! 

温厚なMr. Jayがスーツなしの人生

はどんなものか思案しているところ

です・・・ 

 

新年度が始まりまし

たが、COVID-19の

安全対策のため今

しばらく生徒はK. 

Shopの利用ができ

ません。カスタマー

を無くしたスナック

の消費期限を心配

したスタッフのMs. 

Minakoの発案で、

その有効活用先と

してこども食堂『下

町こどもダイニング』

へ寄付することにしま

した。このこども食堂は、CASグループ “Kodomo 

Shokudo Service”（メンバー: 現在G12生のRiya、Kaoru、

Sujin、Min Seung、Michiko、Uri）の昨年からの活動先で

もあります（The Comet March 2020参照）。 
 

スナックはとても喜んでい

ただけました。また、当校

生徒のボランティア活動の

再開も楽しみにしていま

す！といううれしいお言葉

をいただきました。私達も

安全が確保され次第、クラ

ブや奉仕活動が再開され

ることを楽しみにしていま

す。 

食料廃棄の削減 
 
こども食堂『下町こどもダイニング』へ 

寄付 

Ms. Minako（左側）子ども食堂の代表 

沖さんにスナックを手渡しています。 

去年、こども食堂でCASの生徒と 

子供達 

8) もう一度人生をやり直せるとしたら何か他のことをした

いですか？ 

機会があったならグーグルかアマゾンに投資しているかも

しれません。ただそれ以外は特に変わらないと思います。

今いる自分にとても満足しています。 
 

9) 自分を高めるために今やっていることは？ 

私は常に教える能力の向上を図り、また自分個人の成長

のために、日本語のプライベートレッスンを受けています。

また常にジムで身体を鍛えていますが、これからさらに筋

肉量を増やし、脂肪を減らして、2021年に東京オリンピック

が開催された時には、人々に選手の一人だと思ってもらえ

るようにしたいです。 
 

10) ファンに一言お願いします。 

学び続けること、そして楽しむことを忘れずに！ 
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「自宅で救急箱に何を用意すればいいのでしょ

うか？」というご質問を保護者の方からいただき

ました。 

日常生活での小さなケガや緊急時に備えて品揃え豊富な

家庭用救急箱を常備することは大切です。家庭用救急箱

は直射日光を避け涼しく湿気の少ない所、更に施錠し子

供の手が届かないよう保管するのが安全です。また小さ

な救急セットを車内に常備するのも外出時に便利です。 

 

家庭用救急箱にあると便利な備品： 

 

• 電子体温計 

 

• 使い捨てタイプの冷たいジェルシート（冷えピタなど）

は子供の発熱時などに簡単に額に貼ることで皮膚の

温度を約2度下げる働きがある。 

 

• 傷などを洗う精製水など（汚れがひどい時は先に水

道水で傷を洗う） 

 

• 滅菌されたワイプ：拭くことで皮膚を簡単に殺菌し消

毒する。 

 

• 絆創膏：傷口の大きさに合わせてさまざまなサイズや

形の違うアイテムがあり一般的なサイズの絆創膏は

指やかかとの小さな切り傷や擦り傷にピッタリで、子

供用絆創膏は一般的な絆創膏よりサイズが小さく子

供の指に最適です。 

 

• 使い捨て手袋は血液感染から身を守るのに使用しま

す。 

 

• 傷の大きさに合わせて幾つか違うサイズの滅菌ガー

ゼパッドなどのドレッシング材があると便利です。 

 

• 抗生剤の軟膏は傷の感染予防や保湿に有効です。 

 

• 綿棒は細かい箇所を消毒し、軟膏を塗布するのにも

便利です。 

 

• 爪切り 

 

• インスタントコールドパック：様々なケガの場面で冷や

すことは有効です。冷やすことで血流をゆっくりさせ、

打ち身や捻挫による腫れや内出血（アザ）などを抑え

ます。また虫刺されによる痒みを冷やすことで軽減で

きます。 

 

• スプリントと包帯：捻挫や骨折疑いがあるときに患部

の足や腕を固定する装具とそのスプリントを包帯で巻

いて固定します。 

保健便り 
 

• 冷シップは捻挫や打ち身や腰

痛などによる筋肉や関節の痛

みを一時的に緩和します。一

般的にこの様なケガのときは

患部をコールドパックなどで冷やしてから冷湿布を貼

ります。 

 

• ハサミ 

 

• 粘着性のあるテープ（サージカル、医療用テープ）は

傷を保護するドレッシングやガーゼや包帯の固定な

どに使用します。 

 

• 三角巾：腕のケガで痛みが強く三角巾で腕を吊り患

部の安静をはかります。また止血目的でも使用でき

ます。 

 

• テーピング：巻くことでケガをした箇所にしっかりと圧

を与え、腫れを抑制し痛みの緩和や患部を固定する

のにも役立ちます。 

 

• とげ抜き（ピンセット）：使用前にとげぬきの先端をア

ルコールワイプなどで消毒し、トゲの方向と同じ向き

でゆっくり皮膚から抜き取ります。 

 

• 懐中電灯：手元を明るく照らし見やすいことで作業が

しやすくする（例、トゲを抜く時） 

 

• 人工涙液タイプの目薬：目がゴロゴロし不快な時に一

時的に使用する。 

 

• 虫刺され薬：クリームタイプ液体タイプなどがあり、痒

みを鎮め更なる掻きむしりを抑えてくれる。 

 

• 痛み止め：医師から処方された痛み止め（本人用）又

は市販薬（アレルギーの有無を薬剤師に相談する）。

市販薬は添付文書をよく読んでから使用する。また

薬は期限切れをチェックし有効期限内の内服薬を使

用する。 

 

その他 
繰り返し使用できるソフトアイスノン枕やアイスパックなど

冷凍庫に常備する。これらを使用することで頭、首や肩を

瞬時に冷やすことができる。 
 
Yukiko Yamazaki 
School Nurse 

家庭用救急箱について 

参考資料: 
Kathleen M. Cronan, MD. (August 2018). First-Aid Kit. Kids Health. 
Retrieved from https://kidshealth.org/en/parents/firstaid-kit.html 
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大学ガイダンスニュース 

2019–20年度KIST大学合格実績 
今年もKIST卒業生の合格実績は非常に良いものでした。

以下、2019–20年度の実績のハイライトです。 

• トップ50の大学（2021年QSランキング）より51の合格

通知を受けています 

• 英国のトップ医学大学(Hull York)への無条件入学許

可 

• これまでに進学を希望し、出願した生徒の100%が合

格（75%以上が第一希望に合格し、入学） 

• 今年度の生徒は8つの国へ進学 

• 英国が最も人気のある進学先：16名が進学 

• 2位が北アメリカ（カナダ、米国）：12名が進学 

 

進化し続けるには？ 
進学ガイダンスチームとして… 

・・・上記の3番目を最もうれしく思っています 

KISTには将来の志望や興味関心も多岐に亘る多様な背

景（今年は45か国から）を持つ生徒が在籍しています。よ

り高いランクの大学を目指す生徒もいれば、学校の環境や

所在地を重視する生徒もいます。75％以上の生徒が第一

志望に合格し、入学したということは、私たちのプログラム

が有効に機能しているということです。現在はG9とG10の

生徒にも隔週で大学進学カウンセリングを提供しているの

で、これからは第一志望合格率を80％、そしてそれ以上に

伸ばしていきたいと考えています。 
 

保護者やご家族は… 

・・・以下を行っていただくことで上記数字を更に伸ばせると

考えています。 

• お子さんとお話をし、特にお子さんの意見に耳を傾け

てあげてください。 

高校卒業が近くなるにつれ、保護者とお子さんとのコ

ミュニケーションは減少する傾向にあります。多くの生

徒にとって、G10の時の志望や目標が、2年後には全

く変わっていいるということも珍しくありません。お子さ

んの現在の目標や希望についてお話しする機会をぜ

ひ設けてください。 

• 一緒に将来の計画を立ててください。 

お子さんのことや、その将来について一番よくご存じな

のは保護者の皆さんです。それでも、お子さんが保護

者のご意見に「同意していない」場合、お子さんが興味

のないことを学ぶ時間やお金を無駄にしてしまうかもし

れません。多くの生徒がすでにしっかりとした進路や

将来設計を持っており、それらを現実にするために保

護者のご指導やご協力を必要としています。また、何

人かは迷いの中にいて、将来の成功のためにあと一

押しが必要かもしれません。どちらにしてもご家族の

サポートはとても重要です。 

• どちらも、出来ることを正直に伝える。 

保護者として、費用のことは考えず、お子さんにとって

最上のことを望むのは自然なことです。しかし、昨今の

大学の学費上昇に伴い、とても手が届かなくなってし

まっている学校も一部存在します。お子さんがあまり

にも学費が高い大学や、送り出すには心配な国や地

域の大学への進学を検討している

ようでしたら、ぜひ一度話し合いの

機会を持たれてください。多くの子ど

もがこのような問題、特にお金について保護者の方と

話したがらないかもしれません。その場合、是非保護

者の方からはじめの一歩を踏み出してあげてくださ

い。これらの問題が解決すると、お子さんもより明確に

選択肢について考えることができます。 

 

オンライン大学フェア・ウェビナー 
直接大学を訪問する代わりに、世界中の多くの大学が

2020年9月から10月にかけてオンラインウェビナーを提供

しています。これらは関東地区のインターナショナルスクー

ルや、大学ガイダンスパートナーであるCialfoによって提供

されています。これらウェビナーの最新情報やスケジュー

ルはKIST University Guidance Calendarから生徒、保

護者のどちらにも閲覧いただけます。 

バーチャルでのサポート継続 
大学進学に関するサ

ポートを希望されるご家

族はCialfoに組み込まれ

ているシステム（Zoom）

を通して面談のお申し込

みをしてください。オンラインでの面談はCOVID-19感染予

防にもなり、時間的にもご家族の負担が軽いと思われま

す。G9～12の生徒はCialfoにログインし、“meetings”タブ

から簡単に面談を予約できます。ここからカウンセラーの

週間予定をご確認いただけます。また、予定に空きがある

場合、システムからの面談予約がすぐに確定されます*。 

 

Thomas Waterfall 
University Guidance Counselor 
thomas.waterfall@kist.ed.jp 
Office hours: Monday–Friday, 9:00 a.m.
–6:00 p.m. 
University Guidance Office (3F) 

 

*ご注意: バーチャルでの面談を予約される場合、

備考欄に“virtual parents meeting”とご記入くださ

い。こちらからご招待をお送りします。 

“The Comet” 
17 

Volume 24 |  Issue 1 |  September 2020  

https://kisted.sharepoint.com/Lists/University%20Guidance%20Calendar/calendar.aspx
mailto:thomas.waterfall@kist.ed.jp


 

 

 

McGill University (1) 

University of Alberta (1) 

University of British Columbia (8) (#2) 

University of Calgary (1) 

University of Toronto (6) (#3) 

University of Waterloo (2) (#1) 

 

 

 

Hong Kong University of Science and Technology (3) 

University of Hong Kong (1) 

 

 

 

Conservatorio Agostino Steffani (1) (#1) 

 

 

 

International Christian University (4) (#2) 

Nagoya University (3) (#1) 

Sophia University (3) 

Temple University Japan (1) (#1) 

Waseda University School of Economics and Political 

Science (1) 

Waseda University School of Science and 

Engineering (1) 

 

 

 

Leiden University (1) (#1) 

 

 

 

University of Birmingham Dubai (1) 

 

 

 

Aston University (1) 

City University of London (1) 

Durham University (4) 

Hull York Medical School (1) (#1) 

Imperial College London (2) (#2) 

King's College London (7) (#3) 

Lancaster University (1) 

Loughborough University (1) 

Newcastle University (1) 

Nottingham Trent University (1) 

SOAS University of London (1) 

Queen Mary University (5) (#2) 

卒業生大学合格実績 

University College London (4) (#2) 

University of Bath (2) (#1) 

University of Birmingham (4) 

University of Bristol (5) (#1) 

University of Edinburgh (4) 

University of Exeter (4) 

University of Glasgow (1) 

University of Leeds (9) (#1) 

University of Liverpool (1) 

University of Manchester (11) 

University of Nottingham (3) 

University of Reading (1) 

University of Sheffield (4) (#1) 

University of Southampton (1) 

University of Surrey (1) 

University of Warwick (4) 

 

 

 

Arizona State University (1) 

Boston University (1) 

Creighton University (1) 

George Washington University (1) 

Illinois Institute of Technology (1) 

Kalamazoo College (1) 

Michigan State University (1) 

New York University (1) 

Pennsylvania State University (1) (#1) 

Pepperdine University (1) (#1) 

Portland State University (1) 

Quinnipiac University (1) 

Rensselaer Polytech Institute (1) 

Rochester Institute of Technology (1) 

Seattle University (1) 

University of California Davis (1) (#1) 

University of California Santa Cruz (2) (#1) 

University of California San Diego (1) 

University of Charleston (1) (#1) 

University of Michigan Dearborn (1) 

University of Michigan Flint (1) 

University of Oregon (1) 

University of San Diego (1) 

University of San Francisco (2) (#1) 

University of Washington (1) 

Virginia Tech (1) 

Washington State University (1) 

(  )=合格生徒数     |     []=奨学金付き合格 

[#]=進学または進学予定確認済み      |     2020年8月26日時点のもの 

KIST 2020年度卒業生 

イギリス 

アメリカ合衆国 

カナダ 

香港 

イタリア 

 

オランダ 

アラブ首長国連邦 

日本 
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